
菊池渓谷園地・九州自然
歩道 菊池渓谷左岸歩道
に大きな落石・土砂崩壊

兜岩（九州自然歩道休憩所等）展望休憩舎
と歩道が崩壊

北外輪（湯浦牧野）：牧野内の亀裂、カルデラ壁
の崩落

大観望園地 駐車場の転
落防止柵の基礎ブロックと
歩道間に亀裂

坊中山上線道路：道路敷北法面が崩落し、
路面の半分が崩壊 烏帽子岳：南斜面が大規模に

崩落

垂玉集団施設地区：山腹崩落により道路崩壊、滝
の崩落

杵島岳登山線歩道山頂部が崩落

仙酔峡線道路：法面の崩落により路面の半分崩壊

阿蘇地域公園内主な被災状況

皿山法面が崩落：水源が崩壊

米塚の上部に亀裂が
発生

赤水山上線道路：牧野法面の崩壊で、道路が流出

菊池スカイライン：山腹が崩落
し、土石が車道を遮断

山腹の崩壊で、道路（国道57号
線）が流出

北外輪（狩尾）：カルデ
ラ壁の崩落
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断層（亀裂・崩壊） 

土砂崩壊 西側に集中   （朝日新聞 平成 28 年 4 月 20 日） 

 
 

 

  

新聞記事の例からみる、震災による被害の状況 
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道の崩壊 

阿蘇山上への道 途絶  （熊本日日新聞 平成 28 年 4 月 29 日） 

 
 
  



牧野被害 

放牧を断念 野焼きも？  （熊本日日新聞 平成 28 年 5 月 20 日） 

 
 

 
 
  



観光 

「阿蘇ジオパーク」21 箇所被害（熊本日日新聞 平成 28 年 5 月 19 日） 

 

 
  



明るい話題 

温泉湧いた  （熊本日日新聞 平成 28 年 6 月 4 日） 

 
 

 

  



観光 

観光客激減 回復に時間も （熊本日日新聞 平成 28 年 6 月 2 日） 

 



熊本地震 被害写真 資料４－３

国道５７号の崩壊

坊中山上線道路の崩壊



烏帽子岳 南斜面の崩壊

杵島岳崩壊



兜岩 休憩所、歩道の損壊

湯浦牧野の亀裂 北外輪山斜面崩壊（狩尾：ラピュタの道）



阿蘇神社の損壊

地獄垂玉集団施設地区

車道の崩壊 金龍の滝の崩落



 

 

環境省の取り組み 

 
環境省では、平成 28 年熊本地震を受け、阿蘇くじゅう国立公園阿蘇地域において、国立

公園の利用施設や牧野の被害状況把握を実施し、復旧に向けた資料として取りまとめた。 
また、阿蘇地域の自然環境を活かした復興を検討する基礎資料とする目的で、湧水や温

泉、土砂移動などの自然資源及び牧野の実態調査に着手した。 
 

●国立公園に係る取り組み等 

１）利用施設の被害状況把握  環境省及び地方公共団体が整備した利用施設を調査。

 
２）牧野被害状況調査  近年整備した牧野内作業道等施設について被害状況を調査。 

 
３）自然環境への被害状況調査 

阿蘇地域の自然環境を活かした復興を検討する基礎資料とする目的で以下の調査に着

手。自然公園等の関係者の意見も取り入れながらそれ以外の調査も検討。 

 
４）自然公園法に基づく届出等の対応 

熊本地震による施設被害の復旧を滞ることなく進めるため、国立公園内においては、

非常災害のために必要な応急措置の届出について、柔軟に対応するとともに届出提出の

期限を『平成２８年７月２９日（金）』まで猶予する措置（特定非常災害特別措置法第 4

条第 2 項の規程に基づく）を講じた。措置内容はＨＰへの掲載やチラシを作成し、5 月

20 日から周知を図っている。 

 

●その他 

１）廃棄物  熊本地震により発生した災害廃棄物の処理等が生活環境保全上の課題であること

【調査結果】 
          調査対象  利用上の支障あり              被害を確認 
園地事業      15 事業   4 事業            園地事業 
駐車場事業     3 事業    1 事業             菊池渓谷・草千里・池ノ窪・地獄垂玉 
博物展示施設事業  1 事業    0 事業            登山道 
歩道事業（登山道） 10 事業   5 事業(うち 2 事業未調査)       草千里周辺（烏帽子岳・杵島岳） 

牧野内作業道 利用上の支障有り 2 牧野 
牧野     小規模な亀裂等  2 牧野 
       大規模崩落・断水 2 牧野 
作業道・牧野 異常なし     7 牧野 

調査対象 13 牧野 
牧野内作業道等施設 

被害の有無、崩落・亀裂等の規模 
牧 野 

崩落・亀裂の有無、アクセス道路の状況 

現在、3 事業の実施に着手 
・牧野の被害状況と復旧・復興に関する緊急調査業務 
・草原等における土砂移動及び亀裂範囲把握のための緊急調査業務 
・熊本地震による湧水・温泉への影響把握のための緊急調査業務 

阿蘇地域の自然環境

を活かした復興の検

討のための基礎資料 

【調査結果】 【調査内容】 
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から、関係団体等と連携して被災県・被災市町村を技術的に支援。具体的には、通常

の生活ゴミ対策、災害廃棄物仮置場の設置・管理等、仮設トイレに係るし尿処理、解

体家屋対策を含む災害等廃棄物処理事業全般に関して支援。 

２）ペット  被災者の心のケアを図る観点から、避難所や仮設住宅等でのペットの同行避難や

一時預かり等の対策、迷子ペット等の回収・飼い主への返還等の対策について、地方

自治体、関係団体の取組みを支援。 

 

＜参考＞届出期限の延長を周知するチラシ 

 


